
1．問題と目的

小中学校の児童生徒を対象として実施される全

国学力・学習状況調査に関する分析では，家庭環

境の影響力の大きさが指摘されてきた。たとえば

苅谷（2001）は，家庭の文化的環境が学力に及ぼ

す影響について指摘している。ここでの家庭の文

化的環境とは，家に本を置く，インターネットな

どを通じて情報資源に触れさせる，絵画を置く，

楽器を購入する，勉強部屋や勉強机を用意するな

どして，子どもの日々の文化的環境を整備するこ

とと定義されている。これは文化資本とも言い換

えられるものであり，文化資本は「家族から伝達

される文化的資源」（小澤2012,p.14）を意味す

る概念である。橘木（2010）は，家庭における父

母双方の文化資本の差が，子どもの学習意欲や学

業達成の差につながることを指摘している。

また，全国学力・学習状況調査の結果を活用し，

保護者に対する調査結果と学力等との関係につい

て調査研究を行ったお茶の水女子大学の報告書

（2018）によれば，調査した小6,中3のいずれの

教科，問題においても，世帯収入が高いほど子ど

もの学力が高い傾向があること，「家庭での蔵書

数が多い」，「家庭にある子供向けの本の数が多い」

などの家庭の文化資本の量が多いほど，学力が高

いことが見出されている。さらにこの調査では，

「テレビ・ビデオ・DVD を見たり，聞いたりす

る時間等のルールを決めている」，「子供と何のた

めに勉強するかについて話している」，「子供に最

後までやり抜くことの大切さを伝えている」など

の保護者の子どもへの働きかけが，子どもの学力

と正の相関があることを指摘している。なお，同

大学が 2013年度に行った調査研究の報告書
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本稿では，小学校教育における子どもの生活の捉えに注目し，小学校教育では生活をどのように意味づけて

いるのか，日々の指導と生活はどのように関連づけられているのかについて，幼稚園教育との比較により検討

した。具体的には，小学校学習指導要領解説および幼稚園教育要領解説におけるそれぞれの生活の意味づけに

ついて分析を行った。その結果，小学校学習指導要領解説において生活は指導内容としての意味づけが多くみ

られたのに対して，幼稚園教育要領解説では生活は指導内容としての意味づけよりも，指導上の配慮事項や教

育方法としての意味づけが多くみられた。この違いは，小学校教育と幼稚園教育の目的の違いによるものであ

り，幼稚園教育では生活に教育方法としての意味づけがあることで，子どもの生活への配慮は教育上不可欠な

ものとして捉えられていることが示唆される。
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（2014）によれば，小6と中3の横断的調査のデー

タを比較すると，小学生の方が，子どもの学力が

保護者の行動やかかわり方に強く規定されること

が明らかにされている。

このように，小学校以降の学校教育における学

業達成は，家庭生活のさまざまな要因が強く影響

しており，ブルデューの文化的再生産論1）が，こ

の問題の重要性を理論的にバックアップしている。

学業達成は学校生活のみを通して達成されるもの

ではなく，学校生活と家庭生活の両者を通じてな

されるものであり，学校生活および家庭生活を含

めた子どもの生活全体に対する目配りがきわめて

重要であると言えるだろう。また，先の調査結果

は，義務教育段階での学業達成は，中学生よりも

小学生の方が，より家庭生活のあり方に影響を受

けることを示唆している。しかし，こうした相関

関係が先行研究において示されてきたにもかかわ

らず，小学校教育において子どもの生活をどのよ

うに捉えて教育がなされているのかという問題は

看過されてきた2）。

そこで本研究では，小学校教育における子ども

の生活の捉えに注目し，小学校教育では生活をど

のように意味づけているのか，日々の指導と生活

はどのように関連づけられているのかについて検

討する。なお，小学校教育における生活の意味づ

けを，より鮮明に浮かび上がらせるために幼稚園

教育における生活の意味づけのされ方と比較する。

こうした手続きをとる理由として，幼稚園教育で

は2008年の幼稚園教育要領改訂において，幼稚

園での生活と家庭生活との連続性に配慮すること

が教育内容の主な改善事項に示されており，小学

校教育における学校生活と家庭生活のそれぞれの

捉えと両者の生活の関係を理解する上での比較対

象となるからである。たとえば，小学校教育と幼

稚園教育との生活の意味づけの相違点は，各学校

段階の教育のあり方を特徴づけるものであるとと

もに，幼児教育と小学校教育の連携・接続を図る

上での検討課題ともなり得るだろう。

2．分析枠組と課題

学校教育において生活をどのように意味づけて

いるのかを明らかにする上で参考になるのは，学

校教育におけるカテゴリーの運用に着目したヒョ

ルンとサーリョ（2004）である。カテゴリーとは，

「私たちが出会う事物を有意味なものとするのに

必要不可欠な媒介物，文化的道具としての役割を

果たしている」（Hy�orne& S�alj�o訳書 2012,p.

141）ものである。それは，「単なる事物や関係性

の名前を表すだけのものではなく，私たちに，そ

れぞれの文脈のもとで何をどのように弁別し，行

動すべきなのかを教えてくれる」（同上，p.141）。

学校では，「年齢・能力・ハンディキャップ・教

科といった，多岐にわたる側面からなるカテゴリー」

（同上，p.144）が用いられており，それらが重

要な役割を果している。これらのカテゴリーは，

学校内での実践について議論する際に用いられる

だけではなく，学校教育の目的や責任に関して議

論する際にも利用される。

本研究では，小学校教育と幼児教育において用

いられるカテゴリーの一つとしての「生活」に，

どのような意味が付与されているのかを分析する。

なお，この分析において，とくに学校生活と家庭

生活のつながりに注目する。さらに小学校教育と

幼稚園教育の両者を検討することにより，幼児教

育から小学校教育への移行において，生活を含ん

だ語句の意味づけのされ方がどのように変化する

のかという観点からも考察を行う。

具体的には，2017年に改訂された『小学校学

習指導要領』および『幼稚園教育要領』の解説の

総則に関する箇所において，生活という言葉が使

用されている頻度，生活を含んだ語句の意味づけ

のされ方について検討する3）。小学校学習指導要

領および幼稚園教育要領は，ともに教育基本法に

定める教育の目的や目標の達成のため，学校教育

法と学校教育法施行規則に基づいて国が定める教

育課程の基準である。なお，各要領解説には，要

領本文の記述も含まれているため，解説の分析を

することで要領本文およびその解説の記述の両者

を網羅的に分析することとなる。

心理学紀要（明治学院大学）第30号28



3．分析の対象と手続き

小学校教育については『小学校学習指導要領解

説 総則編』の「第3章 教育課程の編成及び実施」

（以下，［小学校］），幼稚園教育については『幼稚

園教育要領解説』の「第1章 総説」（以下，［幼

稚園］）を分析の対象とした。これらの箇所を選

択したのは，両者がそれぞれの学校段階における

教育の基本と教育課程の基本事項を記載した章で

あり，概ね同じ事項をカバーしているからである。

表1は，［小学校］と［幼稚園］の両者の節のタ

イトルを対照させたものである。これらのタイト

ルを見ると［小学校］と［幼稚園］において，と

もに教育の基本，教育課程の役割と編成，評価，

学校運営・幼稚園運営上の留意事項について記述

されていることが分かる（表中の下線部参照）。

また，［小学校］第3節は教育課程の実施につ

いて記しているが，［幼稚園］第3節においても，

以下の記述があり，教育課程の実施に言及してい

ることが確認できる。

…各幼稚園においては，6に示す全体的な計

画にも留意しながら，「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成する

こと，教育課程の実施状況を評価してその改善

を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人

的又は物的な体制を確保する…（『幼稚園教育

要領解説』第1章第3節 1教育課程の役割）

［小学校］の「第2節 教育課程の編成」には，

指導計画の作成等に当たっての配慮事項について

記載されている。これに対し，［幼稚園］ではそ

の内容が，「第4節 指導計画の作成と幼児理解に

基づいた評価」で記されている。さらに，［小学

校］第3節で示されている「育成を目指す資質・

能力」に相当する内容は，［幼稚園］第 2節の

「幼稚園教育において育みたい資質・能力」とい

う表記で記載されている。［小学校］ 第4節で記

されている「特別な配慮を必要とする児童への指

導」は，［幼稚園］では「第5節 特別な配慮を必

要とする幼児への指導」において記述されている。

なお，［小学校］と［幼稚園］には，それぞれ

の学校段階に特徴的な内容（［幼稚園］における

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」，「教育

課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動」，

［小学校］における「道徳教育推進上の配慮事項」）

も含まれているが，それらは各学校段階の現行の

教育課程の基本要素であり，分析対象に含めるこ

ととする。

分析の手続きとしては，はじめに，各要領解説

の分析箇所における「生活」という言葉の出現回

数について，�口（2014）によって開発されたテ

キスト型データを計量的に分析することを可能と

するフリーソフトウェア「KHCoder」を用いて

算出した。

次に，「生活」を含む記述を文章単位ですべて

抜き出し，各記述における「生活」を含む語句

（フレーズ）を抽出し，すべての語句に対して通
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表1『小学校学習指導要領解説』および『幼稚園教育要領解説』の分析箇所

『小学校学習指導要領解説 総則編』

第3章 教育課程の編成及び実施

『幼稚園教育要領解説』

第1章 総説

第1節 小学校教育の基本と教育課程の役割

第2節 教育課程の編成

第3節 教育課程の実施と学習評価

第4節 児童の発達の支援

第5節 学校運営上の留意事項

第6節 道徳教育推進上の配慮事項

第1節 幼稚園教育の基本

第2節 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

第3節 教育課程の役割と編成等

第4節 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価

第5節 特別な配慮を必要とする幼児への指導

第6節 幼稚園運営上の留意事項

第7節 教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教

育活動など



し番号を振った。その上で，「生活」を含む語句

が表す意味内容を検討し，それを適切に表現する

言葉を「テーマ」として生成した。すべての語句

に対するテーマの検討の終了後，テーマごとに語

句をまとめ，各テーマに該当する語句の合計数お

よび，その割合を算出した。なお，生成されたテー

マの妥当性を確保するために，教育学を専門とす

る大学教員3名に分析結果を示し，必要に応じて

適宜修正した。

4．小学校教育と幼稚園教育における

「生活」の意味づけ

4．1 各要領解説における「生活」の出現回数

［小学校］および［幼稚園］における「生活」

という言葉の出現回数は，［小学校］は205回，

［幼稚園］は386回であった。また，「生活」以外

の言葉も含めて出現回数の多い順に並べたときの

「生活」の順位と出現回数は表2,表3の通りであ

る。頻出語の順位は，［小学校］は16番目である

のに対して，［幼稚園］では「幼児」（1,066回），

「教育」（496回），「幼稚園」（415回）に続いて4

番目に出現回数が多かった。

4．2「生活」に関するテーマおよび各テーマに

該当する語句

次に，［小学校］，［幼稚園］において「生活」

を含む記述を文章単位ですべて抜き出し，各文章

の中で「生活」を含む語句（フレーズ）が表す意

味内容を検討した。その結果，「生活」を含む語

句が表す意味内容として，全体で10のテーマが

生成された。［小学校］，［幼稚園］それぞれの各

テーマに該当する語句と，それぞれの語句の出現

回数を示したものが表4である。なお，文中では

テーマ名を ��内に示す。

生成された10のテーマは，�生活の場面�，�生

活の主体�，�生活の形態�，�生活に関する指導内

容�，�生活に関する指導上の配慮事項�，�目指さ

れる生活のあり様�，�生活に関して教師に求めら

れる役割�，�教科としての生活科�，�教育方法と

しての生活�，�小学校生活とのつながり�である。

［幼稚園］では10のすべてのテーマ，［小学校］

ではそのうち8つのテーマが生成された。［幼稚

園］でのみ生成された2つのテーマは，�教育方

法としての生活�，�小学校生活とのつながり�で

ある。

10のテーマのうち，�教育方法としての生活�

が［幼稚園］のみで生成されたのは，小学校教育，

幼稚園教育それぞれの目的と，それ達成するため

の教育方法の違いを示すものであり，この違いが

それぞれの教育における「生活」の意味づけのさ
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表2『小学校学習指導要領解説 総則編』

第3章における「生活」の出現回数

順位 抽出語 出現回数

1 教育 923

2 指導 812

3 学校 910

4 児童 712

5 学習 618

6 活動 586

7 教科 388

8 内容 315

9 必要 310

10 道徳 302

11 社会 245

12 能力 242

13 計画 234

14 課程 232

15 地域 208

16 生活 205

表3『幼稚園教育要領解説』

第1章における「生活」の出現回数

順位 抽出語 出現回数

1 幼児 1,066

2 教育 496

3 幼稚園 415

4 生活 386
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表4 生成されたテーマおよび各テーマに該当する「生活」を含む語句（数）

生成された

テーマ

『小学校学習指導要領解説 総則編』第3章

における「生活」を含む語句（数）

『幼稚園教育要領解説』第1章

における「生活」を含む語句（数）

生活の場面 日常生活（14），学校生活（13），学校生活全体（5），日常

の生活（3），学校での学習や生活（2），社会生活（2），身

近な生活（2），異文化における生活（2），家庭生活（2），

日々の生活（1），地域での生活（1），外国の生活（1），平

素と異なる生活環境（1），職業生活（1），余暇生活（1）

幼稚園生活（39），小学校生活（8），家庭や地域の生活（7），

遊びや生活（6），1日の幼稚園生活（4），入園から修了

までの幼稚園生活（3），日常生活（3），日々の生活（2），

展開される生活（2），これまでの生活（2），小学校にお

ける学級での集団生活（1），修了後の生活（1），家庭で

の生活（1），地域での生活（1），異文化における生活（1），

我が国の社会とは異なる生活（1），日本の生活（1），間

接情報に囲まれた生活（1）

生活の主体 児童の生活（4），自らの生活（2），人々の生活（2） 幼児の生活（15），子供の生活（2），幼児期の生活（1），

幼児が展開する生活（1），自分の生活（1），人間の生活

（1）

生活の形態 集団生活（3） 集団生活（8），幼児が共に生活（5），教師が幼児と共に

生活（5），教師や他の幼児との生活（2）

生活に関する指導

内容

学習や生活に活用する（9），学校/学級生活への適応（8），

学習・生活上の困難の改善・克服（7），生活態度を育

む（5），基本的な生活習慣を身に付ける（4），日常生活

に生かす（3），学校生活づくりへの参画（3），自立し生

活を豊かにしていくための資質・能力（3），健康・安

全な生活を送る基礎（3），健康・安全な生活を実践す

ることのできる資質・能力（3），生活習慣の育成/形成

（3），生活上のきまりを守る（3），自分の生活を見直す

（3），健全な食生活（3），生活をよりよくする（2），より

よい生活を築く（2），よりよい生活を形成する態度（2），

有意義な生活を築く（2），生活習慣の大切さを知る（2），

生活態度を身に付ける（2），生活上のきまりを身に付

ける（2），集団生活を築く（2），集団生活の充実（2），社

会における具体的な生活に生かす（2），知識と生活と

の結び付き（2），生活上の課題を解決（2），将来の生活

や社会と関連付ける（2），生活上の課題を見いだす（2），

家庭生活を大切にする心情（2），学習や生活のリズム

（1），学習や生活の見通し（1），学習や生活への意欲（1），

学習し生活する場としての自覚（1），学習や生活の基

盤（1），学校生活や学習に必要な日本語の能力を高め

る（1），よりよい生活に取り組む（1），存在感や自己実

現の喜びの感じられる生活を築く（1），社会生活を理

解する（1），生活習慣病（1），日常生活に必要な基礎的

な知識や技能（1），自分の生活を振り返る（1），生活上

の課題に取り組む（1），生活の中の様々な言葉（1），生

活の営みに係る見方・考え方（1），学校生活に必要な

基礎的な日本語の習得（1）

豊かな生活体験（4），社会生活との関わり（4），小学校

以降の生活や学習の基盤（3），幼稚園生活に親しむ（3），

生活の仕方やきまり（3），友達と十分に関わって展開

する生活（2），共に生活する楽しさ（2），協働して生活

していく態度（2），健康で安全な生活をつくり出す（2），

よりよい生活を営もうとする（2），自分たちで生活を

つくる（2），主体的な生活態度の基礎（2），小学校の生

活や学習の基盤（2），生活の場を広げる（1），直接的な

体験が得られる生活（1），自己を表出することが中心

の生活（1），自己の力を十分に発揮できる生活（1），主

体性を発揮して営む生活（1），集団生活を営む（1），集

団の生活にはきまりがある（1），教師や友達と協力し

て生活（1），友達と一緒に心地よく生活（1），社会生活

に対する興味（1），小学校生活に期待（1），幼稚園生活

を主体的に送る（1），幼稚園生活とは異なる体験（1），

友達同士で目的をもった幼稚園生活（1），幼稚園生活

でも実現できる（1），生活の充実感（1），遊びや生活に

見通しをもつ（1），遊びや生活に必要な情報を取り入

れる（1），生活行動（1），生活の変化に対応できる（1），

生活上の困難を克服する（1），生活に必要な習慣や態

度（1），学んだことを日常生活の中で活用する態度（1），

めりはりのある生活を営む（1）

生活に関する指導

上の配慮事項

学校生活への適応（1），生活条件（1），学習上又は生活

上の困難（1），外国での生活（1），家庭や地域社会にお

ける児童の生活（1）

幼児の生活（7），幼稚園生活（7），幼児の生活する姿（5），

生活のリズム（5），生活の流れ（4），幼児の発達や生活

の実情（4），幼児の生活経験（4），家庭や地域での生活

経験（3），生活の仕方（3），発達の各時期に展開される

生活（2），一緒に生活している大人の影響（2），幼児の

生活全体（2），生活の自然な流れ（2），生活に必要な日

本語の習得の困難（2），生活の連続性（2），異なった生

活経験（1），集団生活の経験（1），幼稚園生活の流れ（1），

幼稚園生活の楽しさ（1），幼稚園で展開される生活（1），

家庭や地域における生活（1），生活上の困難（1），生活

条件（1），日本の生活習慣（1）



れ方に関連することが示唆される。

幼稚園教育は，学校教育法第 22条において

「義務教育及びその後の教育の基礎を培うものと

して，幼児を保育し，幼児の健やかな成長のため

に適当な環境を与えて，その心身の発達を助長す

ること」を目的としており，この目的のもとで

「学校教育の始まりとして，幼稚園教育の基本に

基づいて展開される幼児期にふさわしい生活を通

して，幼稚園教育の目的や目標の達成に努めるこ

と」（文部科学省2018,p.78）が求められている。

「幼児期にふさわしい生活を通して」という記述

に示されているように，「生活」は幼稚園教育の

目的や目標を達成するための方法としての意味づ

けを有している。

これに対して，小学校教育の目的は「心身の発

達に応じて，義務教育として行われる普通教育の

うち基礎的なものを施すこと」（学校教育法第29

条）であり，この目的に基づき「学校教育全体や

各教科等の指導を通して育成を目指す資質・能力

を明確にすること」，「各学校の教育目標を設定す

ること」（文部科学省2017,p.11）が求められて

いる。こうした説明において，「生活」の記述は

見受けられない。

学校生活と家庭生活のつながりについては，

�生活に関する指導上の配慮事項�，�生活に関し

て教師に求められる役割�において，［小学校］，

［幼稚園］での違いがみられた。［小学校］では，

�生活に関する指導上の配慮事項�に該当する語

句のうち，家庭生活に関する語句は「家庭や地域

社会における児童の生活」のみであった。一方，

［幼稚園］では「家庭や地域での生活経験」，「家

庭や地域における生活」以外にも，「家庭」とい
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目指される生活の

あり様

健康で安全な生活（4），健全な生活（1），生涯にわたる

幸福で豊かな生活（1），生涯にわたり楽しく明るい生

活（1），いじめのない学級生活（1），互いが伸び伸びと

生活（1）,有意義で充実した学校生活（1）

幼児期にふさわしい生活（8），充実した生活（7），発達

の各時期にふさわしい生活（3），それぞれの時期にふ

さわしい生活（2），この時期にふさわしい生活（1），安

全な生活（1），健康で安全な生活（2），健康・安全で幸

福な生活（1），より豊かな生活（2），安定した生活（2）

よりよい生活（1），自立した生活（1），生き生きとした

生活（1），豊かな小学校生活（1），望ましい発達を促す

生活（1），幼児が関心をもったことに存分に取り組め

るような生活（1），幼児の実情に応じた幼稚園生活（1），

教師との信頼関係に支えられた生活（1）

生活に関して教師

に求められる役割

生活・学習の状況の把握（3），生活習慣の把握（2），学

校生活における支援（2），外国での生活経験を生かす

（1）

幼児の生活する姿を捉える（6），幼稚園生活を見通す

（5），幼児の生活を理解する（3），幼稚園での生活の様

子などを家庭に伝える（3），1日の生活の流れを考える

（3），幼稚園生活を視野に入れる（2），生活の実態を理

解する（2），幼稚園生活を充実させる（2），幼児の生活

や発達を見通す（1），幼稚園生活への適応（1），生活を

受容し応じる（1）入園までの生活経験を把握する（1），

幼児が暮らしていた国の生活を理解する（1），幼稚園

での生活が家庭でも生かされるようにする（1），幼稚

園生活の流れを捉える（1），幼児の生活を変化と潤い

のあるものとする（1）

教科としての生活

科

生活科（13） 小学校の生活科（3）

教育方法としての

生活

（該当する語句なし） 遊びや生活の中で（14），幼稚園生活の中で（12），幼稚

園生活を通して（10），幼稚園生活の全体を通して（6），

集団生活の中で（5），幼児期にふさわしい生活を通し

て（4），日常生活の中で（3），集団生活を通して（3），遊

びや生活を通して（2），共に生活する中で（1），遊びを

中心とした生活を通して（1），充実した生活を通して

（1），環境に関わって展開される生活を通して（1）

小学校生活とのつ

ながり

（該当する語句なし） 小学校の生活や学習（3）



う言葉は含まないが家庭生活も含めての配慮を読

み取ることができる「幼児の生活全体」，「生活の

連続性」，「異なった生活経験」といった多様な語

句によって家庭生活が指導上の配慮事項として位

置づけられていた。

さらに �生活に関して教師に求められる役割�

では，［小学校］においては「生活・学習の状況

の把握」，「生活習慣の把握」という語句にみられ

るように，児童の生活や生活習慣について教師が

把握するものとして意味づけられていることを捉

えることができる。［幼稚園］では，幼児の生活

や生活する姿を理解するだけでなく，幼稚園での

生活の様子を家庭（保護者）に伝えることも教師

の役割として位置づけられている。具体的には以

下の記述にみられるように，「幼稚園での生活の

様子なども家庭に伝えていく」，「園生活や園の方

針を説明したりすることなどが必要」，「幼稚園で

の生活の様子などを家庭に伝える」など，教師の

役割として家庭に幼稚園での生活を伝える，説明

することが必要であるという文脈において示され

ている。

なお，�生活に関する指導上の配慮事項�にお

いて，［幼稚園］では「幼稚園生活」に配慮事項

としての意味づけがなされていた。これに対して，

［小学校］では「学校生活」について，�生活に関

する指導内容�において最も多くの意味づけがな

されていた。たとえば，以下に示した「学校や学

級の生活によりよく適応」させる，「よりよい学

校生活づくりに参画する態度などに関わる道徳性

を養う」，「自己肯定感をもちながら，日々の学校

生活を送ることができるようにする」など，教師

が指導する内容として「学校生活」が意味づけら

れている。

4．3「生活」に関する各テーマに該当する語句の

合計数と割合

［小学校］，［幼稚園］においてそれぞれ生成さ

れた各テーマに該当する各語句の出現回数の合計

数とその割合，およびその語句を含んだ具体例は，

表5,表6の通りである。各テーマに該当する語

句の合計数の割合とは，「生活」を含む語句全体

の総数［小学校］205,［幼稚園］386を母数とし

たときの，各テーマに該当する語句の合計数が占

める割合である。また，各テーマに該当する語句

を含む文章全体を示したものが具体例である。

［小学校］は，「学習や生活に活用する」，「学校/

学級生活への適応」など�生活に関する指導内容�

が最も多く，該当する語句の合計数は107で，全

体の52.2％であった。これに続くのが �生活の場

面�の24.9％であり，それ以外は10％を下回っ

た。

［幼稚園］は，「幼稚園生活」，「遊びや生活」な

ど �生活の場面�に関するテーマの語句の合計数

が84で，全体の21.7％に相当し，最も高い割合

を占めた。続いて，�生活に関する指導上の配慮

事項�，�教育方法としての生活�がそれぞれ16.3
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No.121幼稚園での生活の様子なども家庭に伝えて

いくなど，幼稚園と家庭が互いに幼児の望

ましい発達を促すために思っていることを

伝え合い，考え合うことが大切である。

No.353保護者は自身が経験した幼稚園のイメージ

をもっているため，園生活や園の方針を説

明したりすることなどが必要である。

No.366このためには，家庭との連携を十分にとっ

て，一人一人の幼児の生活についての理解

を深め，幼稚園での生活の様子などを家庭

に伝えるなどして，幼稚園と家庭が互いに

幼児の望ましい発達を促すための生活を実

現していく必要がある。

No.99 各学校においては，計画的・組織的な取組

によってガイダンスの機能を充実させるこ

とによって，一人一人の児童に関し，学校

や学級の生活によりよく適応させ，…より

よい発達を促すことが重要である。

No.179児童会活動においては，…異年齢によるよ

りよい学校生活づくりに参画する態度など

に関わる道徳性を養うことができる。

No.91 児童一人一人は興味や関心などが異なるこ

とを前提に，…自己肯定感をもちながら，

日々の学校生活を送ることができるように

することが重要である。



％，�生活に関する指導内容�は14.8％であった。

［小学校］と［幼稚園］の顕著な違いは，［小学

校］では �生活に関する指導内容�に該当する語

句が最も多く，「生活」を含む語句総数の52.2%

を占めたのに対して，［幼稚園］はこのテーマに

該当する語句は14.8％にすぎなかった点である。

［小学校］における �生活に関する指導内容�で

は，「生活態度を育む」，「基本的な生活習慣を身

に付ける」，「生活上のきまりを守ることができる

よう指導する」などの記述が示すように，「生活」

は指導の対象として意味づけられていることを読

み取ることができる。また，このテーマに該当す
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表5『小学校学習指導要領解説 総則編』第3章で生成された

「生活」に関するテーマおよび語句の合計数，具体例

生成されたテーマ
語句の合計数

（割合％）
具 体 例

生活の場面 51

（24.9％）

・No.191一般に，この段階の児童は，学校生活に慣れ，行動

範囲や人間関係が広がり活動的になる。

生活の主体 8

（3.9％）

・No.4道徳教育は人格形成の根幹に関わるものであり，…児

童の生活全体に関わるものであり，学校で行われる全ての教

育活動に関わるものである。

生活の形態 3

（1.5％）

・No.106また，学校教育は，集団での活動や生活を基本とす

るものであり，学級や学校での児童相互の人間関係の在り方

は，児童の健全な成長と深く関わっている。

生活に関する指導内容 107

（52.2％）

・No.44これらの資質・能力の育成を目指すことが各教科等

を学ぶ意義につながるものであるが，指導に当たっては，…

幅広い学習や生活の場面で活用できる力を育むことを目指し

たりしていくことも重要となる。

・No.180第1学年及び第2学年においては，挨拶などの基本

的な生活習慣を身に付けること，善悪を判断し，してはなら

ないことをしないこと，社会生活上のきまりを守ること。

生活に関する指導上の配

慮事項

5

（2.4％）

・No.144さらに，家庭や地域社会における児童の生活の在り

方が学校教育にも大きな影響を与えていることを考慮し，…

それぞれがもつ本来の教育機能が総合的に発揮されるように

することも大切である。

目指される生活のあり様 10

（4.9％）

・No.22こうした現代的課題を踏まえ，体育・健康に関する

指導は，…健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現

を目指すものである。

生活に関して教師に求め

られる役割

8

（3.9％）

・No.117個別の指導計画の作成の手順や様式は，それぞれの

学校が児童の障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，

生活や学習環境などの実態を的確に把握し，自立活動の指導

の効果が最もあがるように考えるべきものである。

教科としての生活科 13

（6.3％）

・No.57特に，小学校入学当初においては，スタートカリキュ

ラムとして，生活科を中心とした合科的・関連的な指導や，

1コマを45分ではなく短い時間に区切って設定するなど，

工夫が重要である旨を規定している。

「生活」を含む語句の総数 205

（100％）
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表6『幼稚園教育要領解説』第1章で生成された

「生活」に関するテーマおよび語句の合計数，具体例

生成されたテーマ
語句の合計数

（割合％）
具 体 例

生活の場面 84

（21.7％）

・No.38それゆえ，幼稚園生活では，幼児が主体的に環境と

関わり，十分に活動し，充実感や満足感を味わうことができ

るようにすることが大切である。

生活の主体 21

（5.4％）

・No.37幼児の生活は，そのほとんどは興味や関心に基づい

た自発的な活動からなっている。

生活の形態 20

（5.2％）

・No.177また，満3歳児は学年の途中から入園するため，集

団での生活の経験が異なる幼児が共に生活することになる。

生活に関する指導内容 57

（14.8％）

・No.83教師は，幼児一人一人が，自分で活動を選びながら

幼稚園生活を主体的に送ることができるように，…工夫が必

要である。

・No.198幼稚園においては，幼稚園教育が，小学校以降の生

活や学習の基盤の育成につながることに配慮し，幼児期にふ

さわしい生活を通して，創造的な思考や主体的な生活態度な

どの基礎を培うようにするものとする。

生活に関する指導上の配

慮事項

63

（16.3％）

・No.185その変化を十分に把握しつつ，幼児の実情に応じた

幼稚園生活を送ることができるように配慮することも必要で

ある。

・No.237各幼稚園においては，教育課程を実施するために，

幼児の生活に即して具体的に指導計画を作成することが必要

である。

目指される生活のあり様 37

（9.6％）

・No.228指導計画は，幼児の発達に即して一人一人の幼児が

幼児期にふさわしい生活を展開し，必要な体験を得られるよ

うにするために，具体的に作成するものとする。

生活に関して教師に求め

られる役割

35

（9.1％）

・No.366このためには，家庭との連携を十分にとって，…幼

稚園での生活の様子などを家庭に伝えるなどして，幼稚園と

家庭が互いに幼児の望ましい発達を促すための生活を実現し

ていく必要がある。

教科としての生活科 3

（0.8％）

・No.200小学校においても，生活科や総合的な学習の時間が

設けられており，学校教育全体として総合的な指導の重要性

が認識されているといえる。

教育方法としての生活 63

（16.3％）

・No.68幼児は，幼稚園生活において，安定感をもって環境

に関わり，自己を十分に発揮して遊びや生活を楽しむ中で，

体を動かす気持ちよさを感じたり，生活に必要な習慣や態度

を身に付けたりしていく。

小学校生活とのつながり 3

（0.8％）

・No.108こうした幼児期の経験は，小学校の生活や学習にお

いて，自然の事物や現象について関心をもち，その理解を確

かなものにしていく基盤となる。

「生活」を含む語句の総数 386

（100％）



る語句数が最も多いという結果は，小学校教育に

おいて「生活」が，指導内容として最も多く意味

づけられているということを示すものである。

5．総合考察

本稿では，小学校教育における子どもの生活の

捉えに注目し，小学校教育では生活をどのように

意味づけているのか，日々の指導と生活はどのよ

うに関連づけられているのかについて，幼稚園教

育との比較により検討した。具体的には，小学校

学習指導要領解説および幼稚園教育要領解説にお

けるそれぞれの生活の意味づけについて分析を行っ

た。

その結果，生活の意味づけの内容について全体

で10のテーマが生成された。小学校教育と幼稚

園教育それぞれの分析結果を比較してみると，小

学校学習指導要領解説において生活は指導内容と

しての意味づけが多くみられたのに対して，幼稚

園教育要領解説では生活は指導内容としての意味

づけよりも，指導上の配慮事項や教育方法として

の意味づけが多くみられた。とりわけ生活に教育

方法としての意味づけがみられたのは，幼稚園教

育のみであった。この違いは，小学校教育と幼稚

園教育の目的の違いによるものであり，幼稚園教

育では，生活に教育方法としての意味づけがある

ことで，子どもの生活への配慮は教育上不可欠な

ものとして捉えられていることが示唆される。

また，子どもの生活への配慮という点について，

小学校学習指導要領解説には家庭生活への配慮に

関する意味づけはほとんどみられなかったが，幼

稚園教育要領解説においては家庭生活への配慮の

意味づけが，家庭生活という言葉を含む語句だけ

でなく，多様な語句によってなされていた。さら

に，小学校の学校生活が，指導の対象として意味

づけられていたのに対して，幼稚園生活は指導内

容としての意味づけとともに配慮事項としての意

味づけも有していた。

本稿の冒頭で述べたように，小学校では学業達

成と家庭生活との相関が強いことが指摘されてお

り，学校生活だけでなく家庭生活も含めて，子ど

もの生活全体に配慮して教育がなされることが求

められている。しかしながら，小学校の教育課程

の基本的な考え方が示された小学校学習指導要領

とその解説では，子ども自身の生活の実態やそこ

で彼らを取り巻いている困難に対する配慮につい

て明確に記されているとは言えない。したがって，

子どもの生活をいかに捉え，どのように配慮し，

日々の指導を行うかは，個々の教員に委ねられて

いる部分が大きい。また，幼稚園教育とのコント

ラストが鮮明であることは，子どもが小学校に就

学した際に問題が生じうること，とりわけ生活上

の複雑な問題を抱えた家庭で暮らす子どもにとっ

ては幼児教育から小学校教育への移行の際に負担

が大きくなることが示唆される。小学校以降の学

校教育における学業達成という点においても，幼

児教育と小学校教育への円滑な接続を目指す上で

も，金澤（2013）が指摘するように「学校こそは，

子どもたちの生活の危機に気づくことができる最

初の場」であることをふまえ，学校生活を他の生

活関係から切り離して考えるのではなく，「生活

の中にある学校」という視点を持つことが求めら

れていると言えるだろう。

注

1） 大前他（2015）によれば，文化的再生産とは，出

自家庭からの文化伝達を通じて教育達成を遂げ，そ

れが本人の能力や学歴として社会的に承認されるこ

とにより，社会的地位および階級・階層構造の再生

産を企てる過程を意味する。

2） 苅谷（1995）は，戦後の日本社会では，家庭背景

と学業達成との関連が軽視され，誰に対しても平等

に機会が開かれているという想定が成立したとして，

それを大衆教育社会と名付けた。こうした社会であっ

たために，家庭生活を含めた子どもの生活と学校教

育を通じた学業達成との関連を究明しようとする関

心は希薄であった。

3） 幼児教育と小学校教育の比較という点においては，

『保育所保育指針』を検討の対象とすることも考え

られるが，幼児教育に関する基本的な考え方は『幼

稚園教育要領』と整合性をとっていることから，こ

こでは割愛する。
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AComparativeAnalysisonthemeaningof

・livelihood・inelementaryschooland

inkindergarten

NatsumiTANIGAWA
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Abstract

Thisstudyexploredthemeaningoflivelihoodinelementaryschoolbycomparingwiththeoneinkinder-

gartenbasedonthepreviousstudieswhichfoundcloserelationshipbetweenstudents・achievementsand

theirwayoffamilyliving.Analyzingthecommentarytextforthecourseofstudyofelementaryschooland

ofkindergarten,wefoundsharpcontrasts.Inthetextforkindergarten,children・slivelihoodisregardedas

thecontentmatteraswellasthemethodofteaching.Caringforchildren・slivesisregardedasindispensable

forearlychildhoodeducation.Ontheotherhand,inelementaryeducation,teacherstrytoregulatechildre

n・slives.Thecommentarytextforelementaryschooldescribeslittleaboutcarefortheirlives.

Keywords:livelihood,children・slivelihoodascontentmatter,caringfor

children・slives,livelihoodasteachingmethod


